
人工腎臓

1.は じめに

1996年,2000年 の レジス トリーでは,人 工腎臓の原稿を

執筆するにあた り,社 団法人 日本透析医学会の全国調査結

果から,ダ イアライザーの膜の種類,膜 面積についてのデー

タを中心に引用 してきた。 しか し2000年 以降,ダ イアライ

ザーの膜の種類,膜 面積についての調査は縮小 され,2002年

の今回引用する2つ のデータを最後に2003年 以降の調査項

目か ら除 外 され た。 した が っ て,今 回引 用 す る2002年 末 の

デ ー タ は,こ れ まで の レ ジス トリー に比 し,き わ め て 限 局 さ

れ た デ ー タ の み で あ る こ と をお 断 りし てお く。

2.調 査対象

日本透析医学会施設会員および非会員でも血液透析が行わ

れていることが確認 された計3,625施 設中,回 答のあった

3,612施設(回 答率99.6%)。

図1慢 性 透析 治 療 の 形態<原 図表6>

229,530名 の 慢性 透析 患者 の 中で,昼 間血 液透 析が

78.8%,夜 間血 液透析 が17.3%と 通院血 液透析 が大半

を 占め,腹 膜透析 はCAPD(3.7%),IPD(0.1%)を

合 わせ て も4%を 切 り,家 庭 血液透析 は99名 に過 ぎな

い｡

図2人 工腎臓 台数の年次推移<原 図1>

使用される人工腎臓装置数は経年的に増加し,89,000台を超えている。
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表1透 析 器膜面積 と膜 の種類(血 液透析 患者)<原 表67>

血液透析患者 に使用 されて いる透析 器膜材 質 と膜面積 の関係 を示 した。膜 面積 では主 に1.0～2.0m2に 分布 し,膜 の種類で は主 にポ リスルホ ン,

セ ルロース トリアセテー トなどに分布 してい る。

数値下 のかっこ内は行方向の合計 に対 する比率。
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表2治 療器膜材質と治療方法(体 外循環を用いた腎不全治療で分類)<原 表66>

ほ とん どが血液透析 に利用 されてお り,血 液濾過透析 と続 く。そ れ以外 の治療 法は きわめ て少数 である。血液濾過透析 において も,ポ リスルホ ン,セ ル ロー

ス トリアセテー ト膜 の使用頻 度が高い。

数値 下のかっ こ内 は列方 向の合 計に対す る比率。
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